
務
備
さ
れ
る
と
見
通
し
が
よ
く
な
る
た

め
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
、
事
故
由

原
思
と
な
り
ま
す
ロ
平
塚
市
は
、
地
帯

が
平
担
地
で
あ
る
こ
と
と
、
道
路
が
よ

く
整
備
苦
れ
て
い
る
た
め
、
柏
市
よ
り

事
故
件
数
が
多
い
の
で
す
ロ
時
唾
六
十

J
M
の
ス
ピ
ド
で
走
っ
て
い
る
と

き
、
令
フ
レ
l
キ
で
止
ま
λ
う
と
し
て

マ
今
年
に
人
っ
て
す
で
に
一
ご
件
の
町
亡
事
故
と
、
非
惨
な
交
通
事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
モ
乙
で
マ
域
醤
ム

も
、
一
一
一
十
一
一
一
討
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

マ
罫
轄
の
宮
城
周
署
長
と
松
崎
草
次
予
泊
課
長
を
訪
問
し
て
、
そ
の
実
揮
を
係
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
必
ず
制
限
速
度
は
守
っ
て

死
亡
事
故
は
二
十
五
人
で
ミ
開
ふ
ム
ハ
普
か
ら
き
た
白
動
車
に
迫
型
さ
れ
て
死
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

す
で
に
主
人
も

言

中

毒

市

の

一

一

天

は

ワ

ー

ス

ト

ヲ

三

増

え

続

け

る

ご
月
か
ら
コ
一
人
の
蓄
が
出
て
い

y
と
い
う
不
名
菅
な
記
録
で
す

o
d
A
W一
月
七
日
午
後
五
時
三
十
升
む
ろ
、

i
d
j

ま
す
。
な
か
で
も
お
年
寄
り
が
一
一
人
死
霊
危
険
な
川
で
あ
る
H

と

い

う

乙

と

幸

町

白

沼

道

一

一

一

九

最

有

お

年

寄

二

輪

車

事

故

亡
す
る
と
い
う
捕
ま
し
い
事
故
で
す
。
を
認
識
し
て
い

JG~吉
、
琴
埴
事
故
に
り
〈
河
議
〕
が
す
く
そ
ば
に
あ
る
揖
道
交
通
事
故
の
発
生
状
況
を
見
る
と
、

一
月
二
十
四
日
掛
存
の
神
奈
川
県
下
の
あ
わ
な
い
よ
う
乏
油
ル
i
ル
を
守
っ
て
橋
を
返
ら
ず
、
道
路
を
横
断
し
よ
う
と
先
生
件
数
七
百
三
十
七
件
、
死
者
十
九

く
だ
さ
い
。
特
に
お
年
寄
り
の
キ
遥
事
し
た
と
乙
ろ
、
間
進
し
て
き
た
オ
i
ト
人
む
う
ち
、
自
転
車
(
γ

円
七
十
九
件
)

女
む
印
む
の
の
お
幻
故
防
止
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
刀
を
お
ハ
イ
に
は
ね
ら
れ
て
死
亡
。
を
含
め
た
二
輪
車
(
)
二
百
三
十
六
件
〕

問

問

印

α
引

け

い

ω
∞
鞘
い
し
ま
す
い
と
、

H

ス
ト
ッ
プ
P

ザ

φ
一
月
九
百
午
前
十
時
む
ろ
、
平
奈
川
に
よ
る
芳
成
件
数
は
、
五
百
十
五
件
に

お
作
妨
げ
凶
臼

7
幻
前
田
・
死
亡
事
故
d

章一見一
U

し
た
の
は
、
平
砲
時
前
の
受
浮
点
で
、
訴
に
変
わ
っ
た
な
り
、
全
体
の
約
六
二
貯
を
丙
め
ま

品

1

1

2

1

内

堵

警

誤

審

白

宮

山

W
喧
ゃ
っ
長
で
す
。
ば
か
り
の
横
断
か
道
ぞ
渡
っ
て
い
た
お

7
0
死
者
も
十
人
で
同
八
引
を
白
め
る

〉
女
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
そ
れ
で
は
、
…
月
に
起
き
た
三
作
の
勾
寄
り
(
お
繭
〕
が
、
む
が
し
て
き
た
と
い
う
二
輪
車
・
四
輪
車
の
混
内
時
代

く
潟
げ
は
は
ロ
ワ
げ
は
死
亡
口
哀
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
トE一
ヨ
ブ
ツ
ク
に
巻
き
込
ま
れ
て
即
担
一
死
苅
町
符
ロ
の
な
か
で
宍
、
い
か
に
巴
二
一
語
輪
車
に
悶
同
係
開
し

口
ι拍叫苓デノ

4
3
2
O
2
8
2
&⑫ψ
一一片什仕一て一
U
夜
、
真
土
の
市
一
近
訓
埠
出
で
口
転
乙
の
よ
う
に
、
お
ι作
斗
寄
り
の
死
亡
剖
事
ポ
た
剖
事
明
故
が
多
い
か
が
わ
か
めDJま
す
e

ι州
市
早
に
乗
っ
て
日
開
宅
途
中
の
明
性
(
出
故
だ
け
で
も
、
た
っ
た
九
円
聞
で
的
年
乙
の
う
ち
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
目
関
係
し

い
い
ん
女
幻
幻
の
心
心
幻
む
議
)
炉
、
道
路
の
左
側
を
定
行
中
、
按
一
年
間
の
同
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
事
故
は
f
h
五
十
七
件
で
、
前
日
よ
り

U「
i

ゴ
星

I
3
7
1
2
4
1

L
L
α
o
c
c
c
α
α
:

一
i

i

ム

i

i

ー

十

一

件

の

増

加

と

、

年

々

掲

出

し

て

い

G
F話
似

苅

5

M
お

乃

乞

メ

ヘ

歪

認

の

か

弓

ア

ノ

記

事

在

地

J

炉

支

ま

す

。

日
争

1

1

3

1

2

1

プ
メ
二
吾
妻
三
唱
E
/
ν
長
引
計
五
れ
H
同
一
予
〈

付
刊

F

:

J

一
同
校
生
が
起
こ
し
た
~
一
輪
市
事
故
も

一

故

故

故

故

故

故

故

平

塚

市

内

D
Eー
一
昨
間
の
交
や
単
位
状
況
を
み
る
と
七
土
ハ
作
て
毎
月
一
二
十
件
て
と
れ
も
増
加
の
組
問
に
あ

日
別
事
事
事
事
事
事
事
故
件
数
は
七
百
…
一
一
仁
い
件
で
、
一
昨
年
平
均
し
て
五
、
六
件
発
生
し
て
い
ま
す
り
ま
す
A

交
唾
一
一
…
山
川
}
抱
一
町
一
昨
一
一
の
八
百
十
六
件
よ
り
七
十
九
謀
っ
て
が
、
死
亡
事
故
は
十
一
月
の
一
一
件
で
、
交
通
事
故
は

止
許
子
宕
敢
無
二
向
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
占
は
十
九
人
男
い
と
き
よ
り
業
〈
な
り
、
動
き
に
く

〉

;
j
j
i
l
i
d
-
-
i
j〈
j
j
i
で
、
前
年
自
主
人
よ
り
四
人
増
加
し
く
な
っ
て
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。
語
交
差
点
か
ら

ド

。

…

て

お

り

、

二

輪

車

に

よ

る

死

言

葉

帯

も

八

時

か

ら

十

二

時

ま

で

の

午

前

中

主

、

差

点

で

宮

内

い

顕

章

一

刈

八

人

も

出

て

い

ま

す

。

な

か

で

も

、

六

に

一

一

↑

九

件

と

全

体

由

三

八

引

を

占

め

は

三

百

一

一

十

三

件

と

一

嘉

多

く

、

続

い

5
る

ピ

仰

十

百

十

百

交

通

事

故

だ

け

ど

昨

年

て

い

る

白

書

徴

で

す

固

曜

日

別

で

て

右

折

時

白

書

要

者

一

ニ

十

四

蕗

ハ

守

ス

討

M
3
ず

で

市

川

よ

り

一

一

一

件

多

い

七

十

六

件

で

、

白

構

造

は

、

月

・

水

・

ポ

が

危

険

で

、

全

悼

白

件

、

左

折

時

が

五

十

阿

件

で

、

交

差

点

!

必

前

針

も

九

人

増

の

六

土

人

と

昼

っ

て

い

主

主

四

十

二

件

)

実

め

て

い

ま

内

で

の

事

故

は

喜

十

四

件

に

も

な

を

手

同

日

産

の

す

唆

ま

す

。

7
。

り

、

全

体

の

六

一

引

に

も

な

り

ま

す

。

一
一
イ
配
前

ζ

の

よ

う

に

老

人

事

故

が

心

配

さ

危

険

な

国

道

こ

の

よ

う

に

、

交

差

出

で

の

一

時

A

安

力

を

は

れ

て

い

る

な

か

で

自

今

回

白

事

故

と

と

在

京

安

全

確

)

♂

の

大

切

さ

、

ま

、

、

ね

な

っ

た

わ

け

で

す

。

二

一

九

号

線

た

、

行

宮

危

険

性

白

河

い

乙

と

が

わ

ー

2

動

押
す
山
崎
鴇
察
署
の
松
崎
交
通
謀
長
は
、
道
路
別
↑
交
通
事
故
を
凡
で
み
る
と
一
か
り
ま
す
。

交

老
人
の
交
通
一
古
事
故
に
対
す
る
特
故
を
ま
番
多
い
の
が
、
開
備
さ
れ

tば
か
り
の

3

ず
「
老
人
人
口
が
増
え
て
い
る
己
と
」
悶
議
一
一
一
九
日
号
絹
の
七
十
仲
で
、
死
者
交
通
ん

j
ん

を

守

ろ

う

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
現
在
市
内
の
六
十
八
人
、
重
軽
臨
者
九
十
一
人
と
数
字
が
宮
城
器
長
は
「
ζ
れ
以
l
死
者
を
出

ご
ι

、

龍

以

上

田

老

人

は

約

二

万

三

千

人

で

、

示

す

と

お

り

、

非

常

に

危

険

な

道

路

と

す

わ

け

に

は

い

き

ま

せ

ん

。

人

も

車

も

騒

騨

宮

町

市

民

自

一

C
軒
を
占
め
て
お
D
、
今
後
な
っ
て
い
ま
す
。
死
遥
八
人
は
全
母
白
弘
閣
も
道
路
を
別
問

T
G一
人
一
人

γつ
じ

輔

さ

ら

に

増

長

げ

て

い

き

ま

す

。

ま

〈

十

九

人

〉

羽

田

一

軒

に

も

な

り

、

死

が

哀

を

し

、

特

に

H

ス
ピ

1
4落

2

時

間

(

官

た

、

交

通

ル

ル

に

対

応

し

な

い

「

自

亡

事

故

激

増

道

路

と

も

い

え

ま

し

ょ

と

す

H

J

h
号
を
斗
る
H

H
交
]
差
点
で

3
1

分

勝

手

な

行

動

を

す

る

に

と

」

、

亨

ら

う

。

の

安

全

確

認

を

す

る

u
そ
し
て
、
家
庭

r
h
y
ん

に

、

老

人

自

身

が

「

体

的

老

い

を

考

え

二

番

目

も

や

は

り

耐

配

備

さ

れ

た

ば

か

や

学

校

、

職

場

で

も

、

交

通

安

全

に

つ

ト

争

て

い

な

い

己

と

」

、

「

安

全

意

識

が

非

り

の

県

道

平

境

且

伊

勢

原

棋

で

五

十

一

い

て

話

し

合

っ

て

〈

だ

さ

い

」

ι昨
び

日

寝

脚

立

常

に

ほ

い

ζ
と
」
を
指
摘
し
て
い
ま
件
、
死
看
二
人
、
重
軽
横
道
五
ア
一
一
一
人
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

十

i
勾

丘

一

一

ナ

。

そ

し

て

、

「

お

年

寄

り

か

持

つ

家

と

な

っ

て

い

ま

す

。

と

つ

も

道

路

が

整

市

民

の

み

な

さ

ん

、

ぉ

f
寄
り
を
山
人

ぷ

諸

」

/

縫

で

由

デ

遥

安

全

教

育

」

を

強

ぐ

訴

え

備

さ

れ

る

と

交

通

事

故

が

多

く

発

生

す

通

事

故

か

ら

f
J
O
と
同
時
に
、
事
故
ゼ

f

宮
l
L
L

て
お
り
ま
す
図
る
よ
う
な
の
で
、
松
崎
交
通
諜
長
に
お
ロ
の
日
が
い
つ
ま
で
も
続
ノ
、
よ
ち
む
協

昨
年
一
年
間
白
老
八
百
交
通
事
故
箔
聞
き
す
る
と
、
…
モ
ラ
で
す
。
道
路
が
力
く
だ
さ
い
。

(2月No. 

人口 224，鉛3人
世帯 71，220数帯
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(2) 言書39 1号

ッ
ク
む
み
、
ま
た
、
資
源
と
み
の
有
却

制
的
を
お

rO5と
、
な
み
防
磁
検
討
早
世

間
門
会
の
提
詔
一
日
を
得
て
、
平
思
方
式
と
も

い
え
る
新
し
い
な
み
の
升
別
収
先
を
、

昭
和
六
イ
年
茂
か
ら
山
内
服
す
る
乙
と
に

な
り
製
作
し
た
も
白
。

そ
C
で
、
新
し
い
む
み
白
出
し
方
の

モ
デ
ル
地
域
と
な
っ
た
中
田
川
町
内
会
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
そ
の
模
砧
を
紹

介
し
な
が
ら
、
新
し
い
む
み
の
力
別
収

集
を
連
解
し
て
い
た
だ

rD

マ
テ
ャ

Y
み
ハ
ル
一
ア
レ
ピ
神
奈
川

毎
週
日
限
日
午
後
五
時
沼
十
冗
汁
か
マ
放
映
日

2
月
川
町
内
(
日
)
午
懐
5

ら
子
レ
ピ
神
奈
川
で
股
映
し
て
い
る
時
羽
汁
3
6時
(
日
分
間
〕

「
神
奈
川
十
字
路
一
の
帯
組
に
、
平
塚
マ
舟
組
神
奈
川
十
字
路
「
新
し
い
む

市
が
観
律
し
た
「
新
し
い
と
み
白
出
し
み
の
出
し
方
一

方
」
が
盟
脱
さ
れ
る
。
ま
ひ
、
む
覧
い
民
放
映
し
た
デ
I
プ
は
叫
生
し
て
、
図

た

だ

き

た

い

。

欝

釦

剤

聴

持

品

ブ

イ

プ

一

フ

リ

i
亡
首
し
出

己
の
揖
組
は
、
わ
ん
ι

い
と
み
と
し
て
関
し
て
い
る
。
む
利
用
を
。
一
ア
ザ
ほ
ベ

四
国
に
な
っ
て
い
る
乾
培
地
や
プ
ラ
ス
チ
ー
タ
H
と
V
H
B。

駅
周
辺
は
、
通
勤
・
通
学
者
智
め
放

陸
自
転
車
が
あ
ふ
れ
、

ζ

れ
が
揖
行
等

白
さ
ま
た
げ
と
な
D
、
ま
た
、
葉
桜
一
を

そ
こ
担
、
防
史
上
か
ら
一
も
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

市

民

相

談

室

お

一

一

一

一

内

線

一

一

九

三

。
人
権
法
律
相
談
「

2
川
幻
日
(
火
)
、

3
パ
6
H
(火〉

〈V
行
政
苦
情
相
訪
江
川
川
1
日川町

〈V
一
般
法
樟
相
説

3
バ
I
H
〈
ホ
)
、

3
パ
ロ
日
(
火
〉

一
づ
竹
山
(
山
山
話
で
も
可
〉
、
お
時
i
r四時

〈
吋
宅
地
建
物
相
談

2
パ
犯
什
(
火
)
、

m
f話
時

予
約
制
(
心
三
日
で
も
刊
〉

〈V
蛍
記
、
供
託
、
鴻
霊
相
日
出

3
バ
9
川
(
人
ザ
)
、
ロ
パ
悶
i
四
時

ウ
住
宅
相
長

2
パ
幻
け
(
火
〉
、
口
川
1
日目時

〈
)
定
訓
年
金
椙
設

3
パ
示
日
〈
水
)
、
叩
叫

f
t日時

〈
〉
一
静
市
民
相
談
判
リ
(
?
乏
し
、
ト
一
附
け
ば
ロ
時
ま
J

弓

臼

附
祝
日
ば
除
く
〉

の
消
費
津
活
相
談

2
川
口
什
〈
ん
し
)
、
制
日
〈
h
h〕、

3
月
2

H

U

(

九
日
心
、
問
山
川
附
1
日
時

〈V
車
内
弱
者
翼
特
許
拐
殺

3
バ
5
什
(
バ
)
m
w時
i
t日時

。
下
講
取
引
招
議

2
ハ
山
川
(
点
)
、
日
時
お
付

iv均時

車
青
少
年
総
談
窓
(
市
民
ゼ
ン
3
1一一階〉以ー
さ
ニ
一
一

月
〈
ム
野
耐
鴨
川
刊
9
山川

tr即
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

権
役
会
抽
出
お
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一

。
心
艶
ご
と
相
談
俗
泊
四
万
膿
H
(第
五
彩
拡
怖
く
)
、
日
時
1
お
時

〈
〉
母
子
相
談
毎
選
可

i
辛
抱
H、
9
時
1
日
時
間
分

〈
〉
家
滋
児
禦
相
誠
毎
週
万
l
金
曜
日
、

9
時

τ花
時

。
高
齢
者
職
韓
相
談
毎
趨
月

i
金
盟
百
、

9
時
間
州
分
i
v即時

し
に
鴨

H
は
ね
詩
ま
で

。
老
人
弱
説
臼
毎
週
火
。
木
曜
日
〈
た
だ
し
、
祝
目
白
場
合
は

休
み
)
、
午
前
M
M
持
I
F
6



初
害
者
は
、
五
千
四
富
五
十
一
一
末
。

晶
な
た
は
、
平
壊
か
ら
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
接
受
廿
語
す
か
匂
次

の
A
5
Eの
環
留
に
つ
い
て
お
蓄

え
く
だ
を
い
。

凶
器
整
問
問
回
答
む
仕
方
は
、
各

項
目
む
と
に
、
非
常
に
あ
る
、
や

ゃ
あ
る
、
あ
ま
り
な
い
、
今
前
な

い
白
中
か
ら
議
択
。

ヨ
平
塚
市
の
印
象
に
つ
い
て
は
、

少
な
く
と
も
と
の
設
問
の
回
答
か

ら
見
れ
ば
良
い
印
象
の
評
織
は
デ

な
い
と
い
う
結
渠
が
で
て
い
る
。

・
特
に
、
「
セ
ン
ス
」
「
文
化
的
」

白
項
目
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
制

評
価
か
自
立
つ
。
ま
た
、
今
代
別
]

に
は
で
み
る
と
二
十
代
、
一
一
一
十
代
一
し

と
い
ヨ
青
い
悶
代
で
の
マ
イ
ナ
ス
む

評

問

が

顕

著

で

あ

る

。

引

を
A
め
る
と
し
た
~
句
晶
な
た
は

E

g〕
が
よ
い
畠
山
い
ま
す
が
a
皿

細

川

智

窓

い

つ

い

た

色

一

つ

雲

ツ

村

コ
内
に
惑
い
て
く
だ

g
い

。

コ

醤

図

表

審

開

阿

川

B

全
悼
で
一
は
、
緑
(
一
…
石
伊
む
が
吋

一
番
多
し
い
が
、
青
と
水
色
を
合
わ
耕

せ
た
フ
ル
!
系
(
一
一
光
計
)
は
、
〆
務

提
よ
わ
る
や
や
多
く
な
る
。
ぺ
震
情
崎

・
ま
た
、
年
代
別
で
は
、
若
い
世
メ

代
ほ
ど
青
山
田
が
多
ノ
¥
年
代
が
高
イ

い
ほ
ど
蝶
色
が
多
く
な
る
。
職
業
初

別
で
は
、
涛
色
が
ヤ
ず
い
の
が
勤
め
何

人
と
学
生
、
緑
色
の
多
い
の
が
自
;

営
業
と
字
国
婦
で
あ
る
。

t. >3' r::.:.乙三三三三三五三三三ヨコヨ

A fr!i気があらか

B人靖味治ある泊

市内には、次のように同じ町内、開業調等一

定の単位とした納税組合が301あります。
あなたはど泊先」宝に該当しますか。組合で

は、あなたり加入をお待ちしています。お気軽

にむ相談ください。

平器地IX 19組合

新宿、l' 20 9' 

須賀 p 25 9 

馬入ク 8 歩

大野沼郡-v 14 ~ 

金日夕 12 ，シ

金目 。 26 f，; 
業遇制等 38 -7 

X詳しくは、お近〈的納税組合ま
たは収納銀管理係

川

町

、

リ

O

一
γ

、h/
，

大野東部地区 22組合

壁出地区 10 ，y 

JlIl タ 3宮グ

神間 -v 22.:;シ

棋島 -v 10 (!シ

間梅若 '" 8 シ

::t沢 v 37ρ 

H対異動屈は、選挙、就学、窮民年金、題提健産額

険、 γ'IW接曹、印鑑証拐など由もとになる重嬰なもの

です。住所が変わったときは必ずは日以内に届，11れを

してください。

¥ 届け出には、そ白方の氏名、住所、異動した年月

31.';" 日、従前田住所帯がわかるようにし、主人または控帯

主等が届け出ることになっています包

うその届け出をしたの、 I疋E当由耳潟軍由7が5戸gな〈届け出をr お紅…己印た一創鮒一ま榔桝酌が…f
貰担主当卦 市民諜市民異重動拍臨 E答簿霊E話苦2お3-1口11口l内麟234心〉
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今
年
も
「
第
三
十
一
回
新
年
婦
人
の
つ
ど
い
」
が
、
一
月
十
九
宮
市
民
セ
ゾ
タ

i
で
関
か
れ
た
。

当
日
は
弱
か
ら
大
雪
と
な
り
、
参
加
者
の
出
足
が
心
配
さ
れ
た
が
、
間
開
演
の
九
時
三
十
分
に
は
立
党

が
出
る
ほ
ど
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
熱
気
の
な
か
で
つ
ど
い
が
協
か
れ
た
。
発
表
は
、
一
般
公
募
代
表

の
木
川
悦
子
さ
ん
(
義
的
宮
下
)
ら
六
人
の
方
々
か
ら
、
婦
人
の
生
き
方
や
子
育
て
に
つ
い
て
主
張

が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
作
家
藤
原
て
い
さ
ん
の
講
座
に
移
。
、
満
州
か
ら
子
供
三
人
を
連
れ
、

日
本
へ
引
き
揚
げ
て
き
た
と
き
の
苦
労
話
を
し
な
が
ら
、
今
の
子
供
た
ち
に
大
切
な
も
の
は
、
叶
我

慢
を
教
え
る
こ
と
」
と
、
訴
え
、
会
場
の
感
動
を
呼
ん
だ
。
発
表
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
(
亜
芦

田
日
〉
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
五
崩
に
旧
向
載
し
た
の
で
一
読
を
。

、
聡
穆

B
わ
M
喝

第3宮l琴

一~ーへ労働セミナ一一一あなたも参加を

オーワェノレのノゴ¥説 11984年」は、lJl実に符節

を合わせるかのように趨管理化社会の至来を

つげ、ヨーロ Yパでは庖i間のテャ/''''ノレを巨j

すと、 t生界各霞からのニュースが映像を伴っ

て飛び込んで〈る。宝章波が世界の垣根をなく

しつつあるのだ。閉じ労働者として諸外密白

彼らはこ白先どう対応し、住吉方を選びとっ

てゆくのだろうか。最も熱い滋外発白労働事

情在、NH瓦ニュースキャスタ」平野次郎

氏、にお語買いした。

商務い合支っせ勤労会館 建童話 (32)3355 

き 3月2悶〈念〉
午後S時から

ところ 平塚勤労会主主

と



マ

j

青
少
障
の
非
行
化
問
題
は
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
や
P
T
A等
が
中
心
に
な
り
な
が
ム

マ
色
、
い
ろ
い
ろ
議
識
が
輯

P返
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ
と
い
っ
た
打
開
舗
が
な
い
む
が
実
情
。
青
山
伊
尋
問
層
ム

マ
は
、
石
川
京
一
市
長
田
選
草
公
約
の
一
つ
で
も
あ
り
、
市
教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
の
脅
少
年
課
が
こ
の
間
ム

マ

等

L
取
り
晶
阻
ん
で
い
る
。
そ
ζ
で
、
解
決
白
糸
口
で
も
と
新
年
掃
人
の
つ
ど
い
に
書
加
し
た
お
母
さ
ん
方
一
ム

マ
千
七
十
五
人
に
、
「
青
ヂ
年
問
題
」
を
ど
う
亨
ア
て
い
る
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
夜
宅
行
っ
た
。
調
査
は
、
ム

マ
つ
ど
い
の
企
画
期
主
配
布
し
、
つ
ど
い
終
了
接
回
収
と
い
う
か
た
ち
立
行
わ
れ
た
。
罰
収
散
は
六
百
八
十
む
位
ム

マ
で
回
収
率
は
六
一
一
一
・
九
針
。
回
答
は
指
数
回
答
に
な
っ
て
い
る
。

あるE車体の遼動金!こて

地
域
づ
く
り
識
で
は
、
円
八
十
二
認
の
換
延
レ
ジ
ャ
ー
栗
鐙

回
の
レ
ジ
セ
!
主
閣
の
お
川
帯
主
将
完
工
所
在
平
域
市
徳
延
五
九
一
(
氾
境

し
て
い
る
Q

大
前
よ
り
約
ヤ
日
討
民
間
恥
)

乙
の
レ
V
J

ャ
l
主
同
は
、
土
地
の
h

-
利
刑
判
間
約
2
日
間

効
利
用
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
仲

μ、
く
余
・
阿
川
散
幻
同
州
(
i
M
門
川
約
日
平

閥
均
え
荒
し
ん
で
い
た
だ
〈
た
め
、
開
係
力
日
〕

者
の
協
力
に
よ
り
間
持
出
し
て
い
る
。
ぜ
・
利
山
者
の
会
週
刊
一
四
日
一
す
一
一
汗
円

ひ

と

利

明

を

。

マ

利

用

で

き

る

方

市

内

在

作

吾

。

真

土

レ

ジ

ャ

ー

諜

霞

守

利

同

開

始

3
月
円
以
日
か
ら
の
予
定

工
附
在
早
堵
市
真
土
一
一
一
二
二
(
大
肝
心
マ
申
込
間
限

2
月
初
日
(
月
〕
午
後

会
民
間
山
か
ら
問
へ
二
百
訂
)

5

時
必
若

・
利
用
則
間
約
l
正

マ

申

込

方

法

希

望

す

る

弟

対

寺

垣

ぴ

a
g川
数

mmMm
山

(
i夜
間
約
日
叩
却
所
恒
の
巾
込
持
に
一
円
山
人
押
刊
の
う
え
、

方

日

)

出

域

づ

く

り

課

へ

郵

送

ま

?

ほ

持

悲

す

香
料
明
者
の
ん
戸
川
件
付
川
町
六
百
円
る
己
と
。
申
込
書
は
、
市
立
τ
公
民
館
お

O
黒
部
丘
レ
ジ
ャ
i
菜
溜
よ
ぴ
地
域
づ
く
り
諜
「
漏
え
て
あ
る
。

場
所
在
辺
塚
市
黒
部
丘
口

1
(
引
な
お
、
申
し
込
み
は
、
一
位
帯
に
つ

境
工
業
高
利
回
側
)
き
一
つ
に
段
る
。
ま
た
、
多
数
の
と
き

・
利
用
問
婦
約
2
年
間
は
抽
せ
ん
と
な
る
の
で
ご
ア
竜
を
。

-
m出
関
数
刊
日
闘
〈
1
何
回
約
日
平

V
あ
亡
先
千
加
平
域
市
浅
間
前
9
l

方同州〉

I

平
塚
市
地
域
づ
く
り
認
市
民
一
λ
化

・
利
泊
者
町
会
週
刊
一
世
一
千
一
一
白
円
偶
(
屯
話
お
一
一
一
一
内
撮
二
六
回
)

平塩市では、市内の小中苧本佼の掠育施設を教育上

支障のない範臣習で?で民に開放しています。ただし

これをラ利用する場合は、教育委員会が発行ずる

「学校体育施設開放利用登録証J1Jl，g，、要です。利
用される方は、所定白申請書を提出し、王ま録証を

受けてぐださい。開請書は体育課にあります。

59年度司王ま録は次のとおb行います。現在登揖し

ている方も、申請してくださいg

<>受 付 3月 1白から随時受付

。資 格市内、在住、夜勤、在学者

。有効期間 4 月 1 臼 ~60，年 3 sl31日

く〉申込先部育課〈見附台障育館2階〉

電言苗 31~3057 

出必ず白河監を持参してください

自蘭!と利潟できます。〈無料開放J

開放種目 盛章、ノ灯、ミY トン、パスケット、

軟式庭球(1~4時〉、パレー (4 ~ 8時〉

来各種自とも、ラケット、シャト)~、ポーん

は必ず各自持曹を。(悼胃怨には用意しで

ありませんわ

2 月 27 臼〔月〕午後 1 持~8a寺
3月12箆(月〕グ
3月26お()寺〉グ
運動白で苦る服装で夢加し、上ば毒剤由連

動くぺコを用怒してください@ ぽ宮内は土足U結

額損 姑育課霊霊穏31-3060 重奏です。〉競技場内での歌賞は禁止です.



*愛罰本郷遺跡産量

重量沼本郷遺跡から出土した、弥生から近投

まで由貴重な管制を展示している。

・期間 2月28日〈ゾO まで
・会場寄贈品コ』ナー

*移動樽物館

。平壊の野鳥震

. 2月18日〈土)-19日〈臼〉 中原公安直宮
・2月24日〈金)-26日〈日〉 賂北公箆館
時間は9時-16時
。星在見る金

・2月25日仁土)18時-2日時旭小学校校庭
雨天、器天のときは、旭公民館でスライド

を使って話をする。

*春期特別展「平壌の援物」

写真と標本で、代表的な平壇の植物を紹介

する〈入場無掛〉。

・瀦間 3月 1臼仁木)-4月 88く呂〉
・会場特E出義示室

*自然観察会「濁匂JIIlこ流J
西丹沢田入口、谷臨付近の源淘川をき伝章、

JlI原の石、化石、鳥などを観察する。
-日時 3月 4日 E日) 8時-17時
・場所山北町谷融付近

・申し込み 2月25日までに往復はがきで.
多数のときは、抽せんで30人。

カ体験学習「拓本義を作ろうJ
拓本塁白伴fフ方と、妬本由取り方在学ぶ。

'日時 3R11日 〈臼)10時-1由時
・金湯掛学敬愛

・対事長小学校4車以上

・費用 1人弱O円

移動図書館あおぞら号

1ふじみ野団地集会所!2月18日 3月3 ヨ|
1 1海宝寺 12月21日 3月 6日!
ゆK豊田公民館 12月21日 3 6日 j
i*同村ちびっ子広場 12月22日 3月 7EI ! 
!棋島止民館 12月23日 3月8日 i 
ゆK岡崎公民投宮 [2月23日 3，18日 i 
怜反金田公箆銀 [ 2月24日 3月 9日 i 
I士二屡ノj学校 [ 2月288 3月13思 ; 
防《吉沢公民館 12月288 4 R13日 1 
ゆ(1松延小学校 12月29臼 3月14日 i 
l守金目小学校 [ 3月 1日 15日 i 
1*，みずほ小学校 13月 1日 15日 | 

防災万田只壇市営住宅 ;3月 2日 16rl 

開設時間 13時30分-14時30分、封印立15
時-16時 Q ただし、ふじみ野団地集会閣は
14時-15時白 ・雨天のときは中止となる。

'申し込み 3，J 5日までに往復はがきで。
多数りときは、拍せんで15人。

交獲を見る会「月を.li，ょう j

上在室町I白月仁丹齢 6.6)の表面を盟事する
審加自由。当臼はおf学教室へあ唆主ま fフぞ。

日時 3R9日(金)18時-2α時

*プラヰ$'')ウムの投影

投影開始時間(開場は10分前から〉

*理央部会

・3 FJ 4 El 亡日) 9時30分、 13時30分
「不毛地帯j カラー3時間 1分出演は仲
什ぷ主矢、山態勲、山口崇ほか固 第一次FX
C次期戦鍔構〉決定をめぐる山崎豊子の大間
ロマンの映盟イル

会春休みこども挟館会

3月25臼 〈日)1口時、 14時
「鬼がくれ山ソパ白花j カラー21分そば
の大好きな赤鬼と、少女おし自の物語。

「良寛」カラー11分良寛様と接ずるうち
に改心するひねくれ者白権三。

「見てコアラの轟よJカラー20分幼児の
賓渓活動を採り、制民主役を押ばそうe

合理工学文康

2階貰出窓東田1)1こ理工学文鹿白コーナーが

こども室の本

交えほん

おもいてコいたらそのときにf

チロヌップのにじ

さんぽみちのおきゃくさま

ずいとりじいさん

とうさん白ちちしぼり

かくれているのだあれ。

カヰまDかばひζ

うちゅうスケート

いたずら神さま

きつねいろむじてんしゃ

三Eさまとチーズとねずみ
ともだちになったイヌとネコ

ゆめみるラフコ

合読みもの

まぼろしのヒーローたち

トマト先生のくしゃみ

野生犬十字ーノレ

おとうさんのおヘモ

でたあ己わい/おばけのうた

')クエストは窪田話

宿題はむめんだ三年生

ぴつぐり宇」濁チャンス大逆転

先生、 ζ っちむいて二守件

まち7う向、パンツ一年生

おおかみなんてだーいすき

コミックだいすき凶年呈

ある.ccに捕えてある図書は、県立}I陣略図
書館由理工学文庫から、 3か月とごとに約 150
fll}の専門書が配本吉れているg む河台)i有を固

会休館臼 銭i盟月曜日、月末
合図書書愛官 干254浅間町12-41電話31-0415

会人形劇フェスティバJt..

人醇劇や歌、ゲーム等で楽し〈過むそう 0

・日時 2)守19日仁臼)13時30分-15時
ー出演ーす世続、わたぼうし

対象小学生 100人〈当日先着順〉

合主義しいオリエンテ-')ンゲ

知むと悼力ぞ同時に養えるスボ-y.オ')
エYテ-.!JYグに参加しよう。
-日時 3月 4日〈日) 9時30分-15時
・集合J:tJi苛県立湘南青少年の家
会場探l開平周辺
・地図代 1人羽田向

ー対象 親と小学主主 50人
・申し込み電話かむ来館を。

会シJt..ウロードを訪ねて

スライドをもとに、矢口られざ畠パキスタン

白総力を詰る。

-臼時 3 Pl18日〈日)13時30分-17時
・講師 E本山田協会前評議員 広高三郎氏
対韓青年、一般犯人

・申し込み電話かむ来館を。

「パネル展示J 仁入場自由〉

・期間 3月 4臼〈臼)-3月18臼〈白〉
時間 9時-21時 C日臨日は17時まで〉
合体輯臼醒週月曜臼

安膏三少年会館

干254浅間町12-41 護軍縮32-7029



豊富会場保健セン丘一

E撞受付午控 1時~2時

覇軍母守億躍手曜本鵠・)lIJffljと箪記潟

県を持夢 (3か月児は本冊のみコ

[3か月兇1
3月 7日 58年11月 18~10日生
3 月 21 日 58年11月 11 日 ~208生
3 fl28日 58年11月21日~初日生
日韓兎3
3月 8日 56年 1 月 1 日~1O自主主

3月22日 56年 1 月 11 日 ~20自主主
3月羽田 56年 1 月21 日 ~318生

3月中に8か月から構1歳になる
お子さんを対象に潟<.

翻会場平韓関鍵所講堂

l 騒日時 3月 9日午接1時30分から
豊富母子健康手帳と盤記用再者持番

この認翠褒を晃やすい罪行へ

量盟会場 楳鍵センタ」

豊富受吋 午控 1 時~2時

麟母子鑓浮奈F三捜本間.，自j冊と輩記用
具を持参彦

3月 6R 57年 9 月 1 日~1O日生

3月13日 57年 9 月 11 日 ~20日生

3月27日 57年 9 月 21 日 ~30臼生

綴輯1期 3鏑受ける

・対韓 2歳 (24か月コから4歳(48
か月〉までの幼児。なお、接朝間時曹

は 2窃、3回とも 3;圏聞から8週間。
額車Z期 .11到受ける
・封書史 第 1期白3回目炉格わって
から1年以上1年 67か月以内の期間
に受げる。なお、第 1期を早めに受
けて、第2期もなるべ<4揖までに
軒了するようにしていただきたい。

[3月1
21日 中原公民館、金自公民館、
民間格奇公民館

22白 神田公民館、託金田公民館、
国揖島公民館

23日保鑓セYター

韓離聾麟藍謹龍罷轟轟
構 1歳までの赤ちゃんなbどなた ! 盤封書炭 2歳 6か月まで白乳幼児
でも受けられる。内容は、栄襲、生 i繍晶揚平軍部健所
f缶、発背など育児に関ずるζ と。 縁日程 3月 58、12白、 19司
重量受付 午前 9時30分~1圧降30分 l 豊富時間 午前 9時~1α時30分
盟母子鍵慶手暗を持事 麹申し込み電話で平器部鑓所 (32
市役所B会輯主主毎月第2月曜月 0130)へ予約する.できるだけ知

i ・揮鍵センタ~ 色沼7)(瞳日 } に乳幼児鵠斜教皇室田受講を。

妊娠中の心揮、常聾のと b方、赤

ちゃんの胃て方、また安震のための

必要な知識や体撞・呼吸法などを学

』ぉ

陵対象およぴ臼程

.59年8月出産予定の方 3月 5
段、 12日、 16臼
.59年 5月出産予定の方 .3月19
日、 26臼
趨金主語揮鍵センター

鏑申し込み寝室懇で、母鍵センター

(34叶0311)へ。主治医の許可を樽

健康相談
。成人輯相談毎週月・金曜日

中育児相談毎週水曜日

・時間 午前 9時3日分 ~1口時30分

・晶場部鍵センター

TE L 34~0311 

生活関連物資鏑務調査
情費生活モニター30人による 1flの平均価格です
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師
平
語
一
市
保
健
婦
、
平
塚
市
民

病
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朗
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さ
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マ
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セ
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健
セ
ン
タ
ー
(
屯
語

Milo-
一一一一一)へ
c

マ
ー
ク
の
い
ろ
い
ろ

掛石けん 1 3国
由属洗剤 12.65k9無 !J

'"有旦
上由 1kg 

7∞F 
帯力朝1相
1 1パック

65ffi41国入

腐 lOO.!7
M10個入
10m3 

181配達

砂潤

サラダ抽

ノj、農耕

しょう油

トイレット
ベーノペ}

Zま肉
輔卵

ブロパジ

;:r 抽

ザー
ニ子供会活動等地壊活動をき活発にするた従〉、中

学生を対象にジュニア!J-ダー葺成講習会の

受講生音募集する。

ウ期間 3 汚 ~12月 (8 箇〉

。資格市内の中学生〈子供会活動等地場

活動で、 !Jーダーとして活動でき

る人コ

。事襲人員 60人〈先着牒〉

く〉締め切哲 3 J"l15尽く木〉

。応再先市民部青少年課育成係

く内融 505)

芝i立土器事
近むろフド用になった引火性、蟻発性のものが燃

ぜないむみの中に混入排出されている由で、 EEIっ

ています。これら自なみは、集額所の火災、むみ処

理中の理伏、蝿発等人命にもおよぶ危険物ですe

危険と患われるとみは絶対に出さないようむ協力

をお願いします.

中身のカラを確認して出す物

.石滋ストーブ

・ベンジジ、シシナ}、ガエノ!J;/、石穂署のピ

ン、カジ

・プロパンボYべ、カセットボンベ

・金、銀、アルミ粉

443 
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(
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ま

で
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市
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付
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を
社
会
教
育
謀
(
電
語
幻
一
一
一

一
肉
親
五
二
mm〕
へ
。

薬蔽

た臼本国際航空・ぞn~重金嵐工業

(/j唱電器製鋼ト相槙臨軍工販・

出向電工・程軍第2航空廠補給工

場・横講演海軍ヨ:廠通磯部分工罵

などが建設され、なお横須賀海軍

通信学校分校の設S1:もあり、 1自平

塩・大野地区は海軍を中心とした

一大兵器廠軍事都市となった。

米軍はζ 白要地を見逃さず、 20

年 7丹、数次にわたって無差別埠

撃をして、多数百中小企業，民家

と共に、 ζ れらを壊醸した。

終戦と共に、火薬臨は、倉業以

来26年、華々しかった活動白幕を

閉じるが、そ白敷地や施設は、相

位臨軍工織化学実験部跡地と共に

市の政治・教育・文化・経済通

信その他を担っている市庁舎ほか

諸公庁文化施設“学校・工場そ

¢他に分者i払い下げられた。

平韓共持病院は、海軍共揖病院

を引き継いだ病院である。農林省

閤菜試験草劃止、戦控興揮から移っ

て来たのであるが、再び筑波に移

った。その跡地払い下げについて

市ぐるみ由運動が展開在れ、それ

が実ったことは、市民自記憶白真

新しいζ とである。

〈文章費臼井弘〉高指たずねは市

史輔さん時〈霊童話32-5843)へ。
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コ

E 火謹癌の運動金

i 海軍火
E 海軍火謂廠は、就職が扇難だっ
Eた当時において、モの子弗に職をE
E与え、ことに見書聖ヨ白輩出tこ惑をさ

一一一一一一一一一一一一一一一ーで二二孟二孟二孟ご E用い、勉学させ任官登用しだ。ま
建之

みんなで楽しく I eた一般稼員に対しては、講演金や
2研悔金をたびたび開催し、クラブ

5活動を奨励して議識・教聾・趣味
= 
:を高め、共持率直識を活実してそ白

5経済を助けていた。地元少年白歌
E胃や運動綴技¢奨励などもしてい
5た。元暗員で、離職捜各界に進出
2活践している例はまことに多い。
三 匹務部〈海軍共肺病Eおは、埼

E新白技術をもって、廠内田保健治
E探に当たると共に、市民こも治揮
さを描し、幾多白人命を救い、また

E 退職軍医、医師が当地方こ止まり
E開業医となって活動している例も
E多〈、そ¢功閣も大きい。
5 日本揮発物型選会主土~海軍火薬
三蔵の設立をきっカ斗fとして、平底

E 市域には B:;!>:乾慌揖式会社(~耳治
= ，39年、発麗せずオ')エンタん写真
Eヱ藁に吸収される〉、相模紡績〈大
5正 3年〉、富土腕前揖(大正9
芸年、関東紡蝿前身〉などの近代工

5揚が創設された。
5 日事事変ぼっ発むろからこれら
;の工場は軍需ヱ湯に問換えられ

ると共に、軍需品の生産を忍指し
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募
集
人
員
・
商
業
斜
間
人

・
藷
通
斜
時
人

マ
宵
格
①
鴎
き
な
が
ら
勉
学
す
る

意
欲
の
あ
る
者
。
②
中
学
卒
業
再
込

み
、
ま
た
は
車
業
の
答
。
③
年
齢
は

聞
わ
な
い
。

マ
募
聾
期
間

3
月
5
日
(
月
)
5

1λ
月

9
日
(
金
)

，
時
間
午
捜
1
時
3
7時

マ
問
い
合
わ
ぜ
先
県
立
平
壇
商
業

高
等
学
校
(
申
五
日
山

1
・
竃
語
れ

ニ
三
八
五
〉

晶
た
た
か
い
¥
け
対
隣

Z
こ

ろ

/

i勧
〈
散
説
時
〉

マ
恵
ま
れ
な
い
(
先
)
方
へ
・
徳
永

一
千
六
百
七
十
一
二
向
、
匿
名
一
万

一
千
円

マ
社
会
福
祉
へ
'
梅
沢
・
岩
崎
・
土

橋
・
轟
・
高
橋
四
千
二
百
円
、
平

塚
競
輪
場
第
6
投
極
果
樹
二
平
四
百

三
汚
マ
交
通
過
克
へ
・
株
式
会
社
栴
屋
・

期
間
新
聞
社
八
万
五
手
四
百
五
十

七
円
、
一
一
一
菱
樹
脂
労
働
組
合
十
万

〉
舘
館
館
一
時
抽
出
館
館

土
箆
民
間
同
公
民
民
民

主
4

〔

公

公

公

見

卦

公

公

労

4
1原
資

水

土

療

沢

収

沢

松

須

花

富

中

旭

吉

国

別

叩

加

組

∞

初

日

一

山

富
3
・

ぷ
山

9
9
9
m
m
m
丸

心
出
器
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

h
同
(
公
公
公
公
川
白
川
同
公

叩

V
設

問

野

田

島

田

崎

包

ド
V
3神
大

豊

棋

金

問

金

M
M
∞
お
初
日
初
印
ぬ

3
7
3
'
J
G
O
o
-

f

1

1

1

1

1

1

 

て
い
ま
す
が
、
大
き
な
母
体
が
入
る

と
、
大
広
間
中
電
気
マ
ッ
サ
!
ジ
の

制
用
が
官
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
老

人
目
唯
一
白
嶺
し
み
で
あ
る
入
浴
も

困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
白
う
え
、
休

館
釘
が
多
く
、
個
人
白
利
用
者
は
大

変
寂
し
い
気
持
ち
で
い
ま
す
。

一
方
、
白
詳
密
は
利
用
者
が
少
な

い
と
晶
聞
い
て
い
ま
す
。

モ
己
官
、
白
寿
荘
そ
自
陣
車
用
じ

し
、
衝
技
会
館
を
偶
人
専
清
に
す
る

己
と
は
営
苦
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な

お
、
地
雇
的
に
不
慢
な
点
は
、
議
述

パ
ス
(
無
斡
)
む
活
用
で
醇
棋
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

〈
宮
の
前
潜
水
忠
之
助
氏
〉

一仁

3
9

惜
世
祇
ム
一
回
鰐
は
、
市
街
続
閣
が
か
か
る
た
め
活
用
時
騎
が
少
い
ず
れ
に
し
て
も
、
間
人
、
団
体

1
l
o
描

に

あ

る

関

揖

で

、

個

な

く

な

る

な

ど

可

申

掃

荘

の

団

体

専

目

別

を

閤

わ

ず

、

皆

吉

ん

が

共

に

ふ

人
白
利
用
者
が
大
変
多
〈
な
っ
て
い
期
等
回
関
係
で
、
調
務
が
難
し
い
の
洞
化
に
は
無
期
崎
な
笛
が
あ
り
ま
す
。
れ
あ
い
受
流
し
、
住
吉
が
い
を
霜
め

ま
す
。
一
方
、
市
内
に
は
百
六
十
余
が
現
状
で
す
。
体
館
日
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
、
第
て
い
た
だ
く
よ
吉
願
っ
て
い
ま
す
。

由
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
随
時
利
用
に
つ
い
て
、
福
祉
会
館
四
日
曜
自
は
障
害
弱
自
由
棒
や
館
入
施
設
由
利
用
に
つ
い
て
ち
配
慮
し

混
在
、
皆
さ
ん
由
む
希
望
仁
対
し
屑
辺
自
国
部
は
、
徒
揖
や
自
転
車
で
に
開
放
し
て
お
D
、
そ
白
池
田
日
開
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
む
理
解

福
祉
会
開
閥
、
白
樺
荘
、
七
南
別
荘
白
一
一
一
利
用
情
韮
孟
利
点
が
あ
D
ま
す
。
一
日
や
土
曜
日
記
は
、
金
銭
清
掃
、
保
く
だ
さ
い
。

描
設
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
方
、
白
寿
遊
へ
大
勢
弐
ハ
ス
で
甲
車
連
守
点
検
を
実
施
し
、
ま
や
f吉
主
講
座

利
用
者
四
地
崎
明
性
や
希
望
擁
設
、
時
ず
る
に
は
限
度
が
あ
り
、
ま
た
相
当
等
主
行
っ
て
い
ま
す
。

揺しそうに昼食告とるお茸寄四一衛社金誼

と
と
び
ζ

ん
で
き
た

M
ち
ゃ
ん
。

ζ
の
時
も
元
気
に
遊
ん
で
一
掃
っ
た

の
明
ず
J

が
、
向
か
ギ
ク
シ
ペ
ク
と

し
て
、
も
う
一
歩
近
寄
れ
な
い
よ

事
つ
な
ぎ
ζ
ち
な
さ
が
鴎
じ
ら
れ
、

彼
女
の
心
の
中
に
記
己
っ
て
い
る

向
か
が
つ
か
み
切
れ
な
い
ま
ま
に

終
わ
り
ま
レ
J

V

D

そ
ん
な
乙
と
が
数
回
続
い
た
あ

る
目
、
突
問
M
ち
ゃ
ん
が
間
い
か

子
供
た
ち
は
、
問
ら
か
の
心
の
け
て
き
ま
し
た
。
「
己
の
前
、
本

揮
を
負
っ
て
私
た
ち
を
訪
ね
、
構
当
に
か
ぜ
だ
っ
た
の
」
ロ
一
瞬
迷

を
い
や
し
、
再
ひ
元
気
に
な
っ
て
っ
た
媛
、
私
は
回
融
の
桂
女
に
わ

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。
別
れ
た
か
る
範
舗
で
事
晴
そ
説
明
し
ま
し

世
に
は
、
い
つ
も
喜
び
三
戸
二
戸
毎
た
。
彼
女
は
ほ
っ
と
し

と
欽
一
し
さ
と
、
そ
し
て

K
引
J

匹、rr
た
表
情
を
見
せ
た
接
、

一

君

主

が

警

欝

ウ

誌

記

誌

を

ト

イ

レ

の

れ
、
ど
の
干
の
ζ
と
も
一
一
一
一
段
云
行
中
に
入
れ
、
む
自
檀
の

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

M

モ
ム
ベ
一
官
パ
ン
ツ
覧
せ
て
ぐ
れ

ち
ゃ
ん
は
、
当
時
教
育
訪

Arν
た
の
で
し
た
。

相
談
一
年
生
だ
っ
た
私

E
ニ
-
二
二
婦
問
震
の
幼
児
だ
か
ら

に
大
切
な
こ
と
歩
教
え
て
く
れ
、
と
無
難
に
処
理
し
た
大
人
目
普
議

今
も
私
の
心
田
中
に
空
き
続
け
て
が
彼
女
を
構
つ
け
て
い
た
の
で
し

い
る
而
日
韓
の
女
の
子
で
す
。
た
ロ
ま
た
、
ど
ラ
拝
解
し
よ
う
か

M
ち
ゃ
ん
は
ど
も

D
が
ひ
ど
戸
惑
っ
て
い
た
私
の
気
持
ち
が
、

く
、
週
一
回
私
と
の
遊
び
を
通
し
知
ら
ず
知
ら
す
行
動
に
出
で
、
ギ

て
の
曲
目
慌
に
き
て
い
ま
し
た
。
あ
ク
シ
ャ
ク
し
で
い
た
の
は
、
実
は

る
目
、
ょ
ん
ど
ζ
ろ
な
い
急
用
私
の
方
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

で
、
彼
女
に
遥
絡
を
と
れ
な
い
ま
ん
。

ま
に
休
み

ιMF〕
D
ま
し
た
。
そ
の
こ
白
出
来
事
を
通
じ
て
私
は
、

日
は
地
の
相
謀
関
聞
が
「
か
ぜ
で
一
体
「
た
と
え
幼
い
子
供
で
あ
っ
て

ん
で
い
る
」
と
説
明
し
、
一
緒
に
も
、
い
や
幼
い
か
ら
ζ

モ
、
た
て
ま

遊
ん
で
築
し
く
婦
っ
た
耳
、
う
で
え
で
な
く
本
音
で
措
し
な
け
れ
ば

す

。

気

持

ち

は

通

じ

な

い

」

と

い

う

ζ

次
回
「
お
ね
え
さ
ん
い
た
h

ゲ
こ
と
を
、
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

自寺 3月25認 〔臼〕雨天中止、
9時3C分受付開始 !(時開会式

く〉集会場所金旭中学校
。コース 金旭中学校←→金目111青少吃玄サイク_I)/'

グコース〈往復〉

・穣呂一般の部 3km、 5帥
ブァミ')ーの部 2帥

-普加費格市内在住、在勤、在学者。ただし、フ

ァミ1)-0.:苦闘立小学生以下とし、保護者

C翼任三お!l'必ず一手書に走ること
'申込方法 2月29BCオて〉までに見附台悼宵館内

捧腎課〈電話31-3060)へ。電話由申し
込みでもよい。

百完走者に完珪証と記念品を婚る。

08 

く〉巡密臼程 2月16B仁木) 10時~15時 日産単

位/2月18日〈土) 10時~15時 タ・イクマて平塚中部

薬剤師金〉・ 1日時~12時中央農協隠崎支所・ 13時~

15時ふじみ野第3公園〈岡崎地ぽ)/2月21BC火〉

1日時~15時平塚電報電話局中呈支局・駅it口/2

f125日く土) 10時 ~15時ダイクマ仁しらさぎライオ

ンズクラブ)/2月27日〈月) 10時~15時駅北口/

2月28日〈火) 1日時~15時 富士見公民館(富士見地

区)/3月 3B C土) 10時~121時構内公民館・ 13時

~15時 スーノてースズキヤ前亡横内地区〉・ 3月 7日

(7j() 1C時~14時住友重機械工禁~/3 月12日 E月〉

1日時~15時威祐口/3 月 13日 E火) 1日時~15時県

合同庁舎/3月14日臼()1α時~12時中南信用金瞳

四之宮支庖・ 13時~15時高周波酔輯・ 10時----15時

駅北口

ぃ一一ご協力ありがとうございました~ー
南E荘地区14入、松践地区14入、市役所 166人、日援
車体 130入、東洋軌材25入、'o;藤製パン42人、古河電
工 253人、駅北口94人、なでしζ ライオYズクラブ
122 .f、

〈
撞
社
会
据
〉

昭和お年2月158

事互いi
oo1入、冷つ
Ci弓 ，官ひ

五輪 ハイ
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